
法
音
院

の
鎮
守
社

「
三
社
明
神
」
に

つ
い
て 

 

【
月
輪
山
と
春
日
社
】
東
山
三
十
六
峰

の
ひ
と

つ

「泉
山
」

の
古
名
を

「
月
輪
山
」
と

い
う

よ
う
に
、

こ
の
地
は
月

の
名
所
で
あ

っ
た
。
平
安
京
遷
都

の
際
、
藤
原

一
族
は
南
都
か
ら
氏

神

「
春

日
明
神
」
を
勧
請
し
て
守
護
神
と
仰
ぎ
、
大
原
野
神
社
や
吉
田
神
社
な
ど
を
創
建
し

て
い
る
。
月

の
名
所
で
あ
る
三
笠
山
を
神
体
山
と
す
る
春
日
本
社
に
対
し
て
、
京
都
で
は

「
月

輪
山
」
山
麓
に
藤
原
摂
関
家

「
九
条
家
」

の
別
邸

「
月
輪
殿
」
が
建
設
さ
れ
る
。
当
然

こ
こ

に
春
日
祭
祀
が
規
模
を
整
え

て
い
く
端
緒
が
あ
る
。
元
来
、
悲

田
院

の
丘
に
は
藤
原
忠
平(

八

八
〇
～
九
四
九)

御
墓
、
観
音
寺
に
は
藤
原
忠
通(

一
〇
九
七
～

一
一
六
四)

墳
墓
が
築
か
れ
た

よ
う
に
、
こ
の
あ
た
り

一
帯
は
藤
原
摂
関
家

の
伝
統
的
葬
地
で
あ
り
、
九
条
兼
実(

一
一
四
九

～

一
二
〇
七)

に
よ

っ
て
月
輪
殿
が
設
置
さ
れ
る
と
、
祖
先
供
養

の
た
め

「
報
恩
院
」
が
建
立

さ
れ
る
。
九
条
道
家(

一
一
九
三
～

一
二
五
二)

が
東
福
寺
を
創
建
す
る
と
、
そ

の
中
に
法
性

寺
も
報
恩
院
も
併
呑
さ
れ
、
氏
神

の
春

日
明
神
も
東
福
寺
鎮
守
社

「
五
社
成
就
宮
」
に
再
構

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
五
社
明
神
は
春
日
社
を
中
心
に
八
幡

・
賀
茂

・
稲
荷

・
日
吉
神
を

合
祀
し
た
も

の
で
、
そ

の
祭
礼

「
総
社
祭
」
の
豪
華
絢
爛
さ
は
祇
園
祭
に
匹
敵

し
た
と

い
う
。

一
方

で
春
日
社
奥
宮
と
し
て
の
若
宮
社

（
金
剛
童
子
社
）
が
、
ひ

っ
そ
り
と
月
輪
山
中
に
残

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

【
法
音
院

の
本
尊
】
泉
涌
寺

の
源
流
は
斉
衡

二
年(

八
五
五)

に
左
大
臣

・
藤
原
緒
嗣
が
創
建
し

た
法
輪
寺

（
仙
遊
寺
）
で
あ
る
。
藤
原
緒
嗣(

七
七
四
～
八
四
三)

は
、
桓
武
天
皇
を
擁
立
し
た

式
家

・
藤
原
百
川

の
嫡
子
で
あ
る
。
ラ
イ
バ
ル
で

一
歳
年
下

の
北
家

・
藤
原
冬
嗣
と
と
も
に

桓
武
王
朝
を
支
え
た
人
物
で
も
あ
る
。
冬
嗣
と

い
え
ば
藤
家
氏
寺

の
南
都
興
福
寺
に
南
円
堂

を
造
営

し
て
不
空
羂
索
観
音
を
安
置
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
鹿
皮
を
ま
と

っ
た
不
空
羂
索

観
音
は
、
鹿
を
神
使
と
す
る
春
日
明
神

の
本
地
仏
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
緒
嗣
が
月
輪
山

に
創
建
し
た
法
輪
寺
に
も
不
空
羂
索
観
音
が
祀
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。 

鎌
倉
時
代

の
嘉
暦
元
年(

一
三
二
六)

に
無
人
房
如
導
に
よ

っ
て
創
建
さ
れ
た
法
音
院
が
、

特
殊
な
不
空
羂
索
観
音
を
本
尊
と
す
る
の
は
、

こ
う
し
た
緒
嗣
創
建

の
法
輪
寺
を
継
承
し
た

故
か
も
し
れ
な

い
。
な
が
ら
く
今
熊
野
観
音
寺

の
西
隣

（
俗
に
長
福
寺
屋
敷
跡
）
に
位
置
し

て
い
た
法
音
院
が
江
戸
時
代

の
寛
文
五
年(

一
六
六
五)

に
現
在
地
に
移
転
す
る
際
、
同
時

に

遷
座
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
鎮
守
社
殿
は
部
材
仕

口
に

「
金
剛
童
子
」
墨
書
銘
が
読
め
る
か
ら

春
日
若
宮
系

の
神
仏
習
合
神
祠
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

【
鎮
守
社

の
復
旧
】
今
般
、
社
殿
を
春

日
造
り

の
原
形
に
修
復
す
る
と
と
も
に
、
祭
神
考
証

の
結
果
と
し
て
春
日
明
神
を
中
心
に
八
幡
大
菩
薩

・
天
照
大
御
神

の
三
社
に
復
旧
し
た
。

こ

の
三
社
信
仰
は
、
古
来
よ
り
錦
御
旗
に
揮
毫
さ
れ
る
三
神
号
で
あ
り
、
皇
室
外
戚
と
し
て
栄

華
を
誇

っ
た
九
条
家
が
鎌
倉
幕
府
と
連
帯
し
た
頃

の
政
治
状
況
に
近
似
す
る
か
ら
、
ま
さ
し



く
月
輪
殿

の
故
地
に
相
応
し
い
。
摂
関
家

の
諡
号

（
院
号
）

で
は
報
恩
院
を
憚

っ
て

「
法
音

院
」
と
表
記
さ
れ
た
人
名
も
み
え
る
か
ら
、
寺
名
に
も
通
じ
る
。
現
本
堂
は
英
照
皇
太
后

の

大
喪
儀

「
御
須
屋
」
の
移
築
建
築

で
あ
る
が
、
九
条
夙
子(

一
八
三
五
～

一
八
九
七)

皇
太
后
は

春
日
神
末
裔

・
藤
原
嫡
流
九
条
家

の
出
自

で
あ
ら
れ
る
。

い
く
え
に
も
深

い
神
縁
を
感
じ
る

も

の
で
あ
る
。 

 

【
三
社

の
御
神
徳

・
御
利
益
】 

八
幡

は
ち
ま
ん

大
菩
薩

だ

い

ぼ

さ

つ 
 

 

武
運
長
久

・
仏
法
守
護

・
競
事
勝
利

・
受
験
合
格

・
安
産
祈
願 

 

春
日

か

す

が

大
明
神

だ
い
み
ょ
う
じ
ん 

 
 

子
孫
繁
栄

・
交
通
安
全

・
商
売
繁
盛

・
立
身
出
世

・
恋
愛
成
就 

 

天て
ん

照
し
ょ
う

太だ

い

神
宮

じ
ん
ぐ
う 

 
 

国
家
安
穏

・
世
界
平
和

・
五
穀
豊
穣

・
家
内
安
全

・
心
願
成
就 

 

 

【
英
照
皇
太
后
御
歌
】 

ま

つ
り
ご
と
旧ふ

る

き
に
か

へ
る
か
し
こ
さ
に 

神

の
こ
こ
ろ
も
く
み
て
仰
が
む 

 

【
神 

鹿
】 

共
に
鹿
を
神
使
と
す
る
春

日
明
神
と
寿
老
人
が
境
内
に
祀
ら
れ
、

又
、
当
院

の
本
尊
、
不
空

羂
索
観
音
は
春
日
明
神

の
本
地
仏

（
本
来

の
姿

で
あ
る
仏
様
）

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
神
鹿

（
狛
鹿
）
と
し
て
安
置
し
て
い
る
。 

 

○
参
拝
祈
り
方 

・
鈴
を
振
る 

・
お
参
り
で
き
た
こ
と

へ
の
感
謝
を
伝
え
、
願

い
ご
と
を
お
伝
え
す
る
。 

・
二
拝

二
拍
手

一
拝 

・
祝
詞

（
の
り
と
）
と
よ
ば
れ
る
祈
り

の
言
葉
を
唱
え
る
。 

「
は
ら

い
た
ま
え 

き
よ
め
た
ま
え 

か
む
な
が
ら 

ま
も
り
た
ま
え 

さ
き
わ
え
た
ま
え
」 


